
ＴＴＣ　ＤＳＬ専門委員会　スペクトラム管理ＳＷＧ　（第１１回）

平成１６年５月１４日

長野県協同電算

「最大周波数が１８０ｋＨｚ程度であれば、ＡＤＳＬの上り拡張を容認する」

　以下のＨＤＳＬ（２線使用時の伝送速度が７７２ｋｂｐｓ、４線使用時の伝送速度が１５４４ｋｂｐｓのＴ１回

線サービスで使用するＣＡＰ方式のＨＤＳＬ。「ＨＤＳＬ１．５」と呼ぶ）回線を干渉源とし、既存ＡＤＳＬ（ＦＤ

Ｄ方式のＧ．９９２．１ＡｎｎｅｘＡ。「ＦＤ」と呼ぶ）回線の速度低下量を測定した。尚、ＣＯ／ＣＰから５００ｍ

地点で測定したＨＤＳＬ回線のＰＳＤを本寄書の後ろに添付する。

６４ＣＡＰ値１５６．８ｋｂａｕｄ約１８０ｋＨｚ１３．５ｄＢｍ１３５ΩＣＡＰ

ビットレートボーレート最大周波数送信出力インピーダンス変調方式

線路長２．５ｋｍ＠０．４ｍｍの「短ユニゲージ」の場合

７３６ｋｂｐｓ７５８４ｋｂｐｓモデルｘ５ＨＤＳＬ１．５ＦＤ

７３６ｋｂｐｓ７５８４ｋｂｐｓモデルｘ４ＨＤＳＬ１．５ＦＤ

８３２ｋｂｐｓ７６１６ｋｂｐｓモデルｘ１ＨＤＳＬ１．５ＦＤ

９２８ｋｂｐｓ７６１６ｋｂｐｓ－－ＦＤ

上り伝送速度下り伝送速度干渉モデル干渉源被干渉源

線路長３．５ｋｍ＠０．４ｍｍの「長ユニゲージ」の場合

４８０ｋｂｐｓ４４８０ｋｂｐｓモデルｘ５ＨＤＳＬ１．５ＦＤ

４８０ｋｂｐｓ４５１２ｋｂｐｓモデルｘ４ＨＤＳＬ１．５ＦＤ

６０８ｋｂｐｓ４５７６ｋｂｐｓモデルｘ１ＨＤＳＬ１．５ＦＤ

７６８ｋｂｐｓ４６０８ｋｂｐｓ－－ＦＤ

上り伝送速度下り伝送速度干渉モデル干渉源被干渉源
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線路長１．５ｋｍ＠０．４ｍｍ＋線路長３．０ｋｍ＠０．６５ｍｍの「マルチゲージ」の場合

６０８ｋｂｐｓ４０３２ｋｂｐｓモデルｘ５ＨＤＳＬ１．５ＦＤ

６０８ｋｂｐｓ４１２８ｋｂｐｓモデルｘ４ＨＤＳＬ１．５ＦＤ

７０４ｋｂｐｓ４１６０ｋｂｐｓモデルｘ１ＨＤＳＬ１．５ＦＤ

７３６ｋｂｐｓ４１９２ｋｂｐｓ－－ＦＤ

上り伝送速度下り伝送速度干渉モデル干渉源被干渉源

　最初の表や後ろに添付したＰＳＤからもわかるように、ＨＤＳＬ回線のパワーレベルはＡＤＳＬ回線やＳ

ＤＳＬ回線のパワーレベルよりもかなり高い。したがってＦＤの上り伝送速度は著しく低下した。しかし下

り伝送速度の低下量は０ｋｂｐｓ～１６０ｋｂｐｓであった（周波数が低いため、「マルチゲージ」による影響も

小さい）。したがって弊社としては、最大周波数が１８０ｋＨｚ程度であればＡＤＳＬの上り拡張を容認す

る。

　ちなみに上り周波数帯域を１８０ｋＨｚ程度にまで拡張したＡＤＳＬ回線の上り伝送速度は８０パーセン

ト程度高速化すると予想する。上り伝送速度が最大１．８Ｍｂｐｓ程度になれば、従来、他の事業者や製

造業者等が主張していた上り拡張の理由、すなわち「下りと上りの伝送速度の比を２２：１にすべきで

ある」といった意見や「８回線までのＶｏＩＰ回線をサービスすることができるようにすべきである」といっ

た意見を満足させることができる。

以上。
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